


考察

　ある朝起きたら、天井が煤けた木の天井だった。

　驚いて私が目を疑うと、江戸落語のままの男の声が聞こえた。

「おまえさんゴミ捨て場に捨てられていたよ。名前は？

　俺は瓦版屋の速水。速水屋という瓦版屋をやっている」

　私は「草野です。でも」と言いかけたが、速水は続けた。

「さて、あんたどうする？　行き倒れとしても、うちはおまえさんにタダ飯食わせるほど儲かっ

てないんだ。

　今のご時世、読馬屋とか奨学家も必死だし、大手の江壇館も活版時代に乗り出すんだ。

　瓦版不況まっただなかなんだよまったく。ウチみたいな零細はいつ潰れるかわからん。やって

られるか」

　そうか！　これは、江戸時代だ！

「速水、さん」

「なんだい」

「私、未来からきたんです！」

「なにいってんだい『ゴミの旦那』。そんな頭の悪い話は嫌いだよ」

「ゴミ。ひどい。でも、いえ、それより、暦を見せてください！」

「はいよ。嘉永六年の六月二日だよ。あんたの持ち物と袖長はそこにある。なんだいその変な黒

い弁当箱と手鏡は」

　私はケータイを見た。幸いまだバッテリーが生きている。

　ケータイのメモを見た。

「浦賀に船が来ているはずです！　黒船ってやつです！」

「なんだいそりゃ」

　その時、この瓦版屋に駆け込んだ男が叫んだ。

「おい！　浦賀にとんでもないものがきやがった！」

「なんだいそりゃ」

「それが、黒船っていうんだ！」

　速水は眼を丸くして私の方を向いた。



　それからは必死だった。

　速水屋は黒船のことを話してくれというので、記憶しているとおりに蒸気機関やペリーの話を

話した。

　当然それが全部裏付けられ、それは速水屋の瓦版に載り、それが飛ぶように売れた。

　おかげで速水は私のことを『ゴミ旦那』からネタ元になってくれる『先生』と呼ぶようにな

った。昇格である。

　私は未来の文明の話、民主主義から飛行機、コンピュータ、ペニシリンと次から次へと喉が乾

き手が動かなくなるほど話を話し、書きまくった。

　それと同時に私は、昔から思っていた江戸時代の不明だったことを聴きまくった。おかげでこ

の時代の寺社が当時の金融機関であることも、その金庫がわりのものが何であるかも知ってしま

った。道理で同じ街に寺がいくつもあり、しかもそれぞれがなぜ塀と門で守られているのかが

わかった。

　これで過去のこの世界を精密に知ることができた。知識欲が満たされるこの感覚はなんとも

快い。

　しかし、嫁との生活を、しだいに懐かしく思った。

　忙しい日々だからこそ、思ってしまうのだろう。

「いつもあなたの話は長いんだから」

　そう言ってくれた嫁のことが、心から懐かしくなった。

　とはいえ、どうすることもできない。今いる時代は江戸時代だし、バック・トゥ・ザ・フュ

ーチャーみたいに1.21ジゴワットを自然界から集めるとかいう話は無理そうだし、だいいちデロリ
アンもドラえもんもいない。

　何かを得ると、何かを失う。

　元の世界ではかなわなかった夢、作家「先生」として売れっ子になった。



　でも、懐かしい嫁との、無名だけど暖かな、平成の暮らしは、ない。

　そう思った時だった。

「おい！太平和睦だ！」

「えっ、大政奉還じゃなくって？」

「ああ！　薩長と幕府が和睦し、日本が攘夷で一致した！

　もちろん英米仏露の四ヵ国連合はカンカンだ。

　これまで日本の各藩が輸入した武器はすべて幕府が没収、今度編成される統合幕府軍のものだ

からな！」

　おかしい！　そんなはずが！

　そんな歴史を聞いたことがない！

　それからあと、私の運命は、また坂を転がるように落ちていった。

　幕府は必死に武器を生産、また黒船も私の話を元に和船技術と折衷で生産し、統合幕府軍の

もと、幕府太平洋艦隊と日本海艦隊を作った。そして勝海舟が統合幕府海軍艦隊奉行となった。

　こんな本当に頭の悪い架空戦記作家の書くような話は思いつきもしなかったので、ただ驚い

たが、当然それを予見できなかった私の瓦版原稿は、これで価値をすっかり失った。

　速水は私を「ハズシ先生」と呼ぶようになった。がっくりと降格である。

　それからあとはもっと苛烈だった。

　ついに四カ国連合艦隊と幕府艦隊による相模湾沖海戦が勃発した。

　日本独立戦争が始まったのだ。

　幕府は総力戦体制をとった。

　残念なことに幕府太平洋艦隊は四カ国連合艦隊との猛烈な砲撃戦の後、奮闘にもかかわらず壊



滅した。

　しかしそれと同時に建造してあったお台場や海堡といった沿岸要塞が、四カ国艦隊の江戸や大

阪への侵攻を食い止め、そのなか壊滅した太平洋艦隊の代わりに幕府日本海艦隊が津軽と下関経

由で急行中で、その到着を待って、江戸を守ることとなった統合幕府軍は相模湾で上陸阻止戦を

展開した。

　西郷隆盛の率いる新鋭の薩摩軍、長州軍、そして勇名とどろく新撰組に精強な松平容保率いる

会津軍、若き白虎隊のそれぞれの奮闘は、江戸の人々を大いに勇気付けた。

　夕暮れの中、江戸湾での砲撃戦の音が遠くに聞こえる。海堡や台場と、突入してきた四カ国艦

隊の艦艇との砲撃戦だ。

　これから夜戦になる。

　統合幕府軍の切り込み隊は突入してきた艦隊へ小舟で乗り付けての艦上白兵戦も行い、抵抗す

るという。

　薩摩藩と会津藩の腕に覚えのある剣士が、統合幕府軍として激闘を繰り広げているのだ。

　その夕暮れの中、「ゴミのハズシ旦那」とすっかり呼び方も落ちる底まで降格するほど売れな

くなって、速水に部屋を整理しろと言われてしょんぼりしていたそのとき、私のLLLバッテリつき
のノートPCが埃をかぶっていた。
　これがパラドックスや強制力ということなのか。

　悔しくなった。

　こんなことだったら、タイムスリップ、タイムマシンのことを描いてやろう、と思った。

　もともとこんなことになったのも運命なら、それに流されるのではなく抵抗しようと思った。

　そのノートPCは幸運にも起動した。
　ウェブどころか電源もないが、バッテリは満充電のままだった。

　そのバッテリが切れるまでに、この時代に来るまでのウェブ閲覧のキャッシュとダウンロード

していたさまざまな資料で、時間理論を調べることにした。

　必死になった。

　そして思い出した。

　そういえばタイムマシンのことを書こうとして眠って、起きたらこの時代に来ていたのだった

。

　そして、その話は書こうとしても描けなかった。

　それが強制力や禁則事項というやつなのだろうか。

　そして、行き着いた。

　すべて可能性があり得る多世界解釈理論。

　パラドックスはない。逆にこの現世に存在していることがパラドックスという理論だった。

　そして最後に、零秒標識というパースを見た。



　結局、全ては物理的な気まぐれなのだ。

　シュレーディンガーの猫や物理的重ねあわせ、量子論の末がそれだった。

　そこまで私は裏切られたのか、と思った。

　でも、これで戻れる可能性も出てきた。

　それも確定したものではない。

　何もかもが確率的なのだ。

　不条理だ。

　あまりにも不条理だ。

　

　普通に理屈を考えたら、出口は全くありえない状態だ。

　だが、禁則事項や強制力、パラドックスというものは、多世界という考え方が十分理解出来て

いないから、可能性世界の形成ではなく、「一つの正史」にこだわりすぎるために生じ、必要に

思えるのだ。

　作成したもうひとつの歴史との関係で衝突してパラドックスが生じると考えたり、さらに都合

の悪いことが起きると写真から人の姿が消えたり、人々の記憶が操作される、としてしまう。

　しかし、正しい歴史も創作した歴史も、創作から離れたディストピアでさえも、無限個に存在

する可能性世界の一つに過ぎない。

　そして我々はその一つの可能性にいるのではなく、すべての可能性世界にいる存在を共有して

いるのだ。

　私たちは別のところで常にある、不滅の存在なのだ。

　だからどうやっても禁則事項も強制力もパラドックスも働かない。

　働きようがないし、タイムマシンをそれらとは自由につくり、それで移動することができる。

　そもそも我々命は皆、すでに生まれた時からそれぞれの存在はあやふやだけど、同時に想像力

というタイムマシンともしもボックスを根源に組み込んであるのだ。

　だからこそ、まだ望みはある。

　それって、とても幸せだよな。

　どんなに売れなくても、こうしていられるんだから。



　気づけば眠っていた。

　そして、起きた。。

　そこには、江戸の速水屋の天井ではなく、いつものアパートの天井があった。

　戻ったんだ！

「あなた、ずいぶん眠ってたわよ。イビキひどいから外に買い物いってたわ」

　嫁の声が聞こえた。

　戻れた！

　江戸のことが思い出された。

　覚えている！

　江戸の金融の話もちゃんと覚えている！

　そりゃそうだ、この存在している世界はいくつもある可能性の一つで、本質的な存在はただ一

つしかないのだ。

　だから、可能性のいくつかを覚えていても、それはなんらパラドックスにならない。

　未来も過去も干渉することはない。

　しかし並行して無限に存在しているので、未来も過去も確定していないし、過去の話をしても

、それは一つの可能性に過ぎないのだ。

　なんだろうこの感じ。

　虚しいけど、でも、懐かしい。



　嫁が冷蔵庫を開けて、私を上目遣いで見ながらアイスを食べている。

　家で飼っていた猫も普通に眠っている。

　それを見て、よかった、と思った。

　戻れたんだ。

　そのとき、つけっぱなしの液晶テレビでニュースが流れた。

「本日、経産奉行が現在も事態収拾のために対策が行われている福島発電処の事故にともない、

原子力保安奉行所と経済産業奉行所の組織改組について具体的な合議に入りました。

　菅将軍の米大統領との会談については相模湾戦争終結記念日に行う方向で実務者協議を進める

とのことで岡田筆頭老中は調整中と答えました。

　節電のため江戸城では城内の空調を２８度に設定し、また『涼務装束令』で各大名・奉行が裃

を省略した装束での登城となりました。

　また、江戸城霞丸の第１・第２新高層合同殿でも節電のために昼間の電気灯燭を減らしてい

ます。

　江戸町奉行の石原殿は自らの自動販売機と利便店の節電についての発言の影響についてさらに

語りました」

　私は一瞬、凍りついた。

　でも、話そうと思った。

　この不条理について、自分で調べたこの全てについて。

　嫁は「なあに？」と聞いてきた。

「いいわ、聴くわよ。

　でも、いつもあなたの話、長いんだから」

　と笑った。

<Textend>
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